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齋藤 清二 新連載第2回

4 月に京都に来てから、会う人ごとに、

｢京都の夏は暑いですからね、覚悟してお

いてくださいよ｣と言われてきた。｢なーに、

富山も北陸は涼しいだろうと誤解している

人が多いけど、最近は毎年暑いし、それ

にフェーン現象って、日本海側の人以外

は知らないから…｣とたかを括っていたら、

7 月の末くらいから、｢確かに京都は暑

い！｣と実感するようになった。幸い夏休

みは、富山でかなりゆっくりと過ごせたが、

天気予報を見る限りでは、平均すると、毎

日２～３℃くらい京都の方が気温が高い

ようで、やっぱり真夏は避難してよかった

と思った。とはいえ、そろそろ涼しくなって

きたので京都に戻ってみると、やはり見る

ところはたくさんあるし、昨年までと比べる

と段違いに人間的な生活をさせてもらって

いる。これから秋の紅葉の季節を、今から

楽しみにしているところである。

石田 佳子 新連載第2回

先日、夫が“右足”の小指をベットの角

にぶつけてしまい、翌日になっても痛むと

いうので、骨が折れていないことを確認す

るため、クアラルンプール市内の私立総

合病院へ行きました。初診の場合は昼間

でも「救急」へ行くことになっているため、

そこで受け付けを済ませてから待たされ

ること数時間の後、やっと診察を受けるこ

とができ、レントゲン撮影も会計も済ませ

て帰りかけていたところ、夫の携帯電話に

「至急戻ってくれ」との連絡がありました。

「いったい何事？」と急いで戻ると、職員

は何事もなかったような様子で、「書類に

“左足の怪我”と書いてしまったから書き

直させて欲しい」とのこと。

今回は大した怪我でなく実害はなかっ

たのですが、これがもっと深刻な病気や

怪我だったらと考えると、突っ込みどころ

が満載すぎて呆れてしまいます。冗談まじ

りながら「たとえ右足が悪くても左足を切り

落とされたりしそうで怖い」と言っていた在

マレーシアの友人（日本人）の慧眼に改め

て脱帽しました。なおこのような場合には、

「ここはマレーシア！」という呪文を三回唱

えて心を落ち着ける（他ない）、という説も

あります。ここはマレーシア！ここはマレ

ーシア！ここはマレーシア！・・・。

小池英梨子新連載第2回

9 月 1 日～４日まで、どうぶつ基金の仕

事で鹿児島県からフェリーで３時間の三

島村竹島に行ってきます。島民 72 名、猫

100 頭の竹島は、糞尿の臭いや発情期の

鳴き声など多くの問題を抱えています。こ

れ以上問題を悪化させないためには連載

で書かせていただいているように TNR が

必要です。

©公益財団法人どうぶつ基金

しかし、離島となると動物病院へ運ぶ

のも簡単ではないし、費用もかさんでしま

う。そこで、鹿児島三島村役場からの申請

を受け、竹島地区会と NPO 法人みしまで

すよ、の協力の元、どうぶつ基金による出

張手術を行うことになりました。３日間で

100 頭全頭に不妊手術と、ノミダニ駆除、

ワクチンを実施します。医療費やスタッフ

の旅費は全てどうぶつ基金が負担します。

会場の準備や猫の捕獲とリターンは地元

行政や島の方々が担う官民協働事業で

す。

船酔いしないか、２日に１本のフェリー

が運休しないか、忘れ物は無いか、そわ

そわしますが、猫と島の方々のために頑

張ってきます。興味を持ってくださった方

はぜひ、下記リンクを見てください。

竹島のさくらねこ TNR 事業については

こちら

http://doubutukikin2010.blog58.
fc2.com/blog-entry-615.html
どうぶつ基金 HP はこちら

https://www.doubutukikin.or.jp/

「さくらねこ」は不妊手術済みの印桜のよ

うに皆から愛されますように

しすてむきよたけ

新連載第2回

僕は、立命館大学大学院応用人間科学

研究科が行っている「東日本・家族応援プ

ロジェクト」に参加している（村本邦子さん

の『周辺の記憶』を是非）。現地における

活動期間中、「団士郎・家族漫画展」の常

駐者だ。

今年の活動は例年より少し早く、8 月 27

日から青森県むつ市で開催。今年は、準

備期間からちょっとだけ加わらせていただ

いている。迷惑をかけつつ、そして、助け

られながら、プロジェクトの立ち上げや共

催いただいているスタッフがいることで、

場に参加できる自分に気づかされる。

今年は、「家族漫画展」と上記活動と同

じ漫画展であるが、「ココロかさなるプロジ

ェクト」と新しい活動も。現役生や修了生
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スタッフもおり、普段の漫画展とは違う展

示会場となった。

来場される方もいつもとは違った。例え

ば、副編集長の千葉さん（『知的障害者の

就労現場』）。ホンブロックの団遊さん（『街

場の就活論』）と今回初の「web 漫画展」

の制作者である駒ちゃんだ。一般的な展

示会場であれば、近場のネットワークの

人と会うことは多いが、これまでの家族漫

画展はそうでなかったから、新鮮な体験だ

った。そして、会うだけで、も〜ちょっと工

夫してみようかな！なんてワクワクも増量

したりして。これは、いつもの漫画展でも

同じ。共に創り上げていく人たちの存在は、

メンバーの一人である僕のフットワークを

軽くさせる。

また、会場を提供してくれる場で普段か

ら仕事をされている方々と知り合っていく

機会もそうだ。今回の場では、点字ブロッ

クが、数時間前より綺麗になっていたり、

にっこりと、ときに懸命に地上の道案内す

る駅員さんと言葉を交わす機会があった

ことを思い出す。

「京阪三条駅」でさせていただけたことに

感謝だ。

小林茂

（臨床心理士）

昨年から、日々、積み重ねる体験が、

自分が良いと思えない粗い経験としか蓄

積されていないことを感じるようになった。

ただ忙しいだけで、自分がどんどん愚鈍

になる感覚がある。もっと取り組みたいと

いう衝動に反し、思考が低下していく嫌な

感じと言い換えても良い。そんなことを感

じながら、自分の活動を再構築しなけれ

ばならないと思うに至った。浦河に来て８

年となるが、そろそろ今の働き方を見直そ

うと考えている。専門性や生き方にこだわ

りを持つと、時々不便が生じる。大変でも

安定した勤めや収入よりも、わがままが

許される限り、自分が大事にしたいことを

したい。内田百閒よろしく「イヤダカラ、イ

ヤダ 」。自分のことながら困ったものであ

る。

「人はパンだけで生きるのではない!」と、

気勢をあげる今日この頃です。

水野スウ

やっとやっと、私のこの夏の宿題が終

わりました。いえ、マガジンの原稿のこと

ではありません。

安保法案国会がはじまると同時に、私が

自分に課した宿題のことです。私が日ごろ、

おはなしの出前で語っている憲法のことを、

一冊のちいさな本にまとめようと思い立っ

たのが、5 月末のこと。

書きはじめた時は、もっと薄いブックレッ

トになるはずが、国会審議を通して、安保

法案の中味が次々あきらかになり、それ

とともに、民主主義そのものが壊されてい

ってるエライ事態になってきました。

こりゃあもう、憲法の存立危機事態だ

わ！と確信して、リアルタイムの出来事も

書き足していくうちに、あらら、152 ページ

にもなってしまいました。とはいえ B6 版な

ので、もとより、小さい本には違いないん

ですが。

目次からいくつか見出しをひろうとーー

紅茶の時間／私の依って立つところ／ホ

ウテキアンテイセイ、って？／憲法違反は

リトマス試験紙／あなたはほかの誰ともと

りかえがきかない／13 条のうた／“ふだ

ん”の努力／わたしの 12条宣言／誰が書

いたの？日本国憲法／改正草案って、ど

んな案？／緊急事態条項に要注意／ア

ンポホウセイ、どこが 9 条違反？／9 条を

持っているということ／憲法を親友に／平

和のひとかけら／みるく世がやゆら、etc.

ね、ちょっとおもしろそうでしょ？このブッ

クレット、「わたしとあなたの・けんぽう

BOOK」は、お値段もかわいい 600 円。

興味をもたれました方、ぜひ私までご一

報くださいまし。sue-miz@nifty.com

高垣愉佳

2 週間程スペインへ行って来ました。マド

リードを中心に、少し北にあるエスコリア

ル、そして南に下ってグラナダ、マラガ辺

りをうろうろしました。テロ対策からか、普

通の警察官がマシンガンを持っている事

に軽い衝撃を受けました。一方でというべ

きか、そのおかげでと言うべきか、街はと

ても安全で、スリにすら遭うことなく旅が出

来ました。また「シエスタ」という制度が都

市伝説ではなく、今も実行されている事に

も驚きました。シエスタで日中お店が閉ま

る分、夜は遅くまでやっていて、街は人で

賑わっていました。

スペインと言えば「タパス」。その「タパ

ス」を支えているのが、恐らく「オリーブ」や

「オリーブオイル」です。オリーブやオリー

ブオイルと言えば、「イタリア」と思いがち

ですが、実はスペインのものの方が価格

は安く、品質は高いように思いました。そ

して、恐らくオリーブオイルの質の良さが

影響していると思いますが、「純石鹸」の

質の高さにも驚きました。スペイン語もワ

ンフレーズだけ覚えました。「カフェ・コン・

イエロ」これでアイスコーヒーをスムーズ

に買う事が出来ます。ただし、私たちが思

っているアイスコーヒーとは違って、エスプ

レッソを氷の上からかけて飲むタイプの濃

いものです。

電車はやはり、日本ほど正確には到着

しません。遅れる事があるだけでなく、早

く到着してしまう事もあるのが不思議です。

運転スピードをコントロールしきれていな

いのでしょう。そして、遅れる時も早く着く

時にも、当然ながらお詫びのアナウンス

はありませんでした。現地の感覚に身を

委ねて、ゆっくりと異文化体験を楽しむ事

が出来ました。

浦田雅夫

30 年ぶりくらいに母親とふたりで大阪

駅を歩きました。80 歳を超えたおばあさん

ですが、私よりも軽やかに人波をかき分

けて前へ進むパワーに圧倒されました。し

かし、大阪駅もすっかり変わってしまいま

したね。
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早樫一男

今年の夏も厳しい暑さが続きました。年

齢を重ねるごとに夏の疲れを感じるように

なっている自分を再発見しています。

ころで、前回の短信では身の回りの物の

整理について話題にしましたが、プライベ

ートでは、５月中旬から、夫婦中心の生活

スタイルになりました。

必要最小限のスペースと物に囲まれて

生活しています。以前にも触れたかもしれ

ませんが、家族の発達段階を着実に歩ん

でいます。

発達段階を理論ではなく、自らのことと

して、身を持って味わっている昨今です。

この先は…と考えるよりも、これまでの

予想外の歩みと出会いに感謝！

中島弘美

  ミニコンブ発表！？

CON(こん)カウンセリングオフィス中島、

家族支援心理カウンセラーの中島弘美で

す。オフィスで家族面接をしながら、大学

や専門学校で、カウンセリング論、心理学

や社会福祉の授業を担当しています。学

校以外に、対人支援にかかわる現場の職

員さんや地域ボランティアの方々への研

修もお引き受けしていて、支援する人へ

の支援や養成にも関心を持って活動中で

す。

講座の講師をしていると受講者の方か

ら、何か参考文献はありませんかとたび

たび質問があります。これまでは本を紹

介していましたが、最近キラリ☆とアイデ

アがひらめきました。それは、この対人援

助学マガジン 19～21号の「カウンセリング

のお作法 1～3」分を印刷するのです。本

をご紹介しても、入手までに時間がかか

る場合もあるし、すぐに読み切れるもので

はありません。それに比べるとマガジンの

連載分は、簡単に読み終えることができ

るので、お渡ししました。

そのままのサイズ印刷や A4 用紙にマ

ガジン 2 頁分や 4 頁分を縮小します。マガ

ジンを見てくださいとサイトをご案内する

のも良いのですが、印刷をしたものを直

接、お渡しするとすぐに読んでいただけま

した。

仕上がりは文庫本サイズの冊子です。

ミニサイズの CON(こん)のブックで「ミニコ

ンブ！！」私は気に入っているのですが、

このネイミングはやや無理があるでしょう

か。

木村晃子

～ゼロ地点その３@ゆうばり～もうすぐ

一年

ちょうど一年前の９月をもって、息子は

春に入学した大学を辞め、家を出て、夕

張という見ず知らずの土地へ就職しまし

た。

冬を越し、春が過ぎ、夏も越そうとしてい

ます。一年近くのひとり暮らしと、仕事の

日々を経験し、すっかり逞しくなっていま

す。障害をもつ子ども放課後等ディサービ

スの支援員をしていますが、夏場は農家

の手伝いや、地域のイベントの手伝いな

ど、様々なことをしているようです。自分が

何をしたいか、というよりも、今、与えられ

た仕事をしながら社会を知っていくことの

面白さを実感しているようです。息子は１

０年後、何をしているのだろう？と思うこと

があります。。何をしていてもいいから、元

気に楽しく仕事をしていたらいいなと思い

ます。親の手から離れれば、離れるほど

に、未知なる世界が広がっていく。いつの

日か、親を追い越して行く日が来ると思う

と、それが何よりも楽しみです。

バーベキューの炭おこしができたり、除雪

機で雪を飛ばしたり、電動草刈機で、広い

公園の草刈をしたり。そんなことができる

息子のことをかっこよく思う親バカです。

北海道 当別町 普段はケアマネジャ

ーとして高齢者支援をしています。

藤信子

この夏の異常な暑さは、体力を弱らせ

るように思うのは、年齢のせいだろうかと

ぼんやり考えている。でも今週の終わりか

ら、クロアチアの Rovinj に IAGP(国際集団

精神療法学会)の大会に参加するために

出かける。Rovinj はアドリア海のヴェネチ

アの対岸にある町で、現在はクロアチア

に属するが、13 世紀から 18 世紀までヴェ

ネチア領だった。旧ユーゴスラビアだった

こともあり、今回の大会のテーマ「危機の

中での絶望と願い・・・」というテーマで、社

会的無意識や災害（人的あるいは自然）

などにも多くの話題が出るようだ。海や町

並なども楽しみで、Trieste から Rovinj へ

のバスのチケットを予約したり準備してい

る。

中村周平

前々回の寄稿で、応用人間科学研究

科で家族クラスターの先生方や当時院生

をされていた北村さん、同じクラスターの

方々に支えていただきながら書き上げる

ことができた修士論文の内容を終えること

となりました。次回からは、「応用を出てか

ら自分が感じたこと、学んだことなどをもと

に書き出すんだ」と思ったとき、なんとも言

えない不安に襲われました。何か背中を

支えてもらっていた大きな板が無くなって

しまったような…。団先生に修了後初めて

オフィスアワーのお願いをさせていただい

たところ、在籍中と何も変わらない、温か

いメールをいただきました。そして、いつも

の修学館でマガジンのことだけでなく、い

ろんな話を聞いていただきました。団先生、

ほんまにありがとうございます。対人援助

学マガジンは、なぜ「対人援助学マガジ

ン」なのか。発刊に至るまでの先生の想

いを聞くことができて、何か胸がスッとす

る思いでした。これからも、頑張ります！

浅田英輔

４月に異動してもうすぐ半年になろうと

しています。仕事もだいたい慣れたし、周

りの人にも恵まれています。職場が街中

にあると、ランチが楽しくて（児童相談所

はだいたい街から外れたところにある）、

毎日あちこちいってみています。８月には

ねぶた祭りがすぐ近くで行われました。ね

ぶたは青森県庁の周辺を回るので、昼休

みに外にでると既に場所取りをしている人

がいたり。交通規制が始まる前に帰らな

ければ、ねぶたが終わるまで帰れなくなっ
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たりもするので、早く帰る人が多いです。

仕事していてもいいのですが、囃子が聞

こえてくるので「じゃわめぎ」ますねー！来

年は子どもたちと一緒に跳ねよう！    

中村正

ノーベル賞の天野先生の妻は大学時

代の同じサークルの後輩で、この間かな

り取材に応じていてその個性派ぶりは当

の本人よりも目立っていた。この姿をみた

大学時代の仲間たちは何も変わっていな

いなと思いつつ、久しぶりに彼女にあい、

ノーベル賞の前後の話をしてもらおうとい

うことになり、五山の送り火の余韻もまだ

残る京都で 15 人ほど集まり、懐かしい話

をすることができた。天野先生が研究に

没頭できるほどの時間をつくったのは確

かだが、だからといってノーベル賞の裏に

はそれほどの内助の功があったのかとい

うくだらない話をここで伝えたいのではなく、

彼女の自立した思考と行動が印象に残っ

た。子育てを終えた彼女はさっそくロシア

に渡り、かねてから計画していた日本語

教育に取り組んだという。すでに大きくな

った子どもたちと夫妻が授賞式のストック

ホルムで久しぶりに再会できたという。現

地集合だ。メリハリのよい生き方をしてい

るなと思った。今は天野先生も自活した生

活を送り、それぞれが家族でありつつも目

標をもって暮らしている。その自由奔放さ

に敬服した。

坊隆史

20 回目を区切りに今号で連載を卒業し

ます。初回は 2 話掲載だったため 4 年半

ほど続いたことになります。私にとっては

驚くべきロングランです。少しは文章が書

けるようになったでしょうか？ もしそうだ

としたら共著者の松本さんがおられたから

です。また連載のきっかけを与えてくださ

っただけでなく世間話の中でいつも重み

のあるヒントを提供くださった中村正先生、

〆切には厳しくも温かくお見守りくださった

編集長の団士郎先生、そして対人援助学

マガジンに関する全ての方々にお礼申し

上げます。  

松本健輔

2011年からスタートした連載も今回でよ

うやく終了です。男性援助という視点で続

けてきましたが、その中であらためて自分

の支援の視点は夫婦なんだということを

強く感じました。また機会を頂ければ夫婦

の視点で書かせて頂ければと思います。

この連載の場を提供して頂いた団士郎

先生をはじめ、対人援助学マガジンの編

集の方々、連載を勧めて頂いた中村正先

生、執筆を一緒にさせて頂いた坊隆史さ

んにこの場をお借りして感謝を申し上げま

す。

http://www.hummingbird-cr.com

HummingBird 代表

牛若孝治

6 月、久々に盲学校の同窓会に行った。

私はもともと、同窓会が好きではない。な

ぜなら、「あいつは今何をしてるか」とか、

「あなたは今どうしてるか」など、方々から

聞かれ、それに答えるのが面倒だから。

それに、私の頭は、数字やデータならすぐ

に覚えられるのに、人の噂となると、まる

でざるのように聞いたしりからどんどん忘

れていく。酷いときには、「この前、あの人

についてこういう話をしたのに、もうあなた

は忘れているのですか？」と怒られたり、

「あなた、その話前にもしてましたね」と嫌

味の一言も言われたり。とにかく私の頭、

人の噂となればからっきし弱いのである。

その私が、どんな理由で今年盲学校の

同窓会に行くことになったのか。別に、誰

かから誘われたわけではないし、「来なけ

ればだめだ」などと言われたわけでもない。

本当に会いたい人に会いたかったからだ。

その「本当に会いたい人」が、毎年のよう

に同窓会に顔を出していたことは、毎年

盲学校から発想される同窓会誌で知って

いたので、よし、今年はその人に会いに

行こう、と思って行ったのである。

私自身、自分らしく生きるために氏名変

更したり、服装のイメージチェンジをしたり

したのだが、いたって普通に接してくれた

ので安心した。「おめでとう。自分らしく生

きるとはいいことやな」と言ってくれた人も

いた。よかった。たまには同窓会行ってみ

るのもええもんやなあ。

袴田洋子

ようやく書き上げました。時間がかかっ

てしまいました。援助職として、自分が今

後、どう成長していけるのか考える、真面

目だけど不器用な自分がいます。でも、そ

んな自分は、嫌ではないなぁと思えるので、

よしとします。

団遊

うちの妻はヨガをやっています。最近、

何気ない雑談の中で「ヨガ・キャンプだっ

たら顔見知りがゼロでも一人で海外に行

って楽しめると思うなあ」と言いました。趣

味が一緒だということで一定の安心があ

るし、友達ができなくても、ヨガして食事し

て本読んで、の旅に充実感があると思う、

と言います。

妻の趣味はヨガと料理。ぼくの趣味は

スキーと競馬。まったく被らない夫婦だし、

結婚する前にお互いの趣味を確認したこ

ともありませんでした。ただ、そう言われる

と、ぼくも確かに海外競馬の旅なら同じよ

うに一人でも喜んで行きたくなるな、と思

いました。

お見合いや合コンで定番の質問、「ご

趣味は？」に、ぼくはこれまで「趣味なん

か聞いてどうなんねん」と鼻で笑うようなと

ころがありました。仕事や交流会で出会う
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人の中にも「趣味は？」と聞いてくる人が

いて、「それ、なんで知りたいねん！」と相

手にしないようなところもありました。でも

「そうか、趣味が合うとラクなんだ」と 40 歳

にして気が付きました。

きっと世の中の多くの人はすでに重々

承知のことなのでしょうが、ぼくの最近の

大発見はこれです。

乾明紀

前々号の短信で我慢も出来ないほどの

歯の激痛について書き、前号でツボを押

したり、口の体操をしたりしたことで少し楽

になったことを書きましたが、8 月になって、

また新たな変化が起きました。歯磨きの

際にフロス（糸ようじ）をしたら、痛かった

歯に詰めてあった金属が外れたのです。

外れたことで神経が剥き出しになり、あの

激痛が復活するのではという恐怖が私を

襲ったのですが、しばらくしてそれは杞憂

に終わりました。詰め物が外れたことで神

経にかかる圧迫が弱まり、なんとも言えな

い開放感が奥歯に訪れました。その後、

新たな素材で詰め直してもらいましたが、

ようやく奥歯でも少しは噛んで食事ができ

るようになりました。まだ万全には程遠い

ですが、改善の方向に進んでいると感じ

られた 8 月でした。

大石仁美

ワンちゃんと暮らすようになって、生活

がかなり変化してきました。ガサッという

物音や、キューンという鳴き声にハッと目

が覚めてしまうので、早朝 4 時にはもう眠

れなくて起きてしまうのです・赤ちゃんの

いるお母さんみたいで、自分でも可笑しい

のですが、仕方がありません。夜型の私

が大きく朝型に傾いてしまいました。とい

っても夜、早く寝られるわけではありませ

ん。だから昼間眠くてねむくて・・・そのうち、

自然に生活スタイルが出来てくるだろうと

楽観していますが。

早朝 5 時に散歩に行くようになってから、

知らなかったことが見えてきました。バイ

クで新聞配達をするお兄さんたちの姿が

ちらほら目につきます。みんなえらいなあ。

でも、自転車で静かに回っているおじさん

の方が私的には優しくていい感じ。ゴミ収

集車（有料の）が凄まじいスピードで走っ

てきて、一瞬ワンがおびえます。業者はこ

んなに早くからゴミ集めに回っているのか

ぁ。5時半近くになると、お勤めに出かける

らしいおじさんもちらほら。あれ、若い女の

子もこんなに早く!? と思っていたら朝帰り

のようでした。道路には、前夜から出して

いたらしい市のゴミ袋にカラスがたかり、

手の付けようがないほどの散乱状態。き

まっていつも同じ場所です。

最近建てられたマンションは業者委託

されているようだけど、ここは違うみたい。

ワンは必死になってカラスを追い掛け回

そうとするので、私は引っ張られて転びそ

う。住人たちは話題にしないのかしら？誰

が片づけているのだろう。

犬の目線で街を眺めてみると、意外に

も至る所ゴミが落ちているのに気づきます。

駄菓子の包み紙、インスタントラーメンの

袋、タバコの吸い殻。なんでこんなものが

というものも。とりわけ自動販売機の周辺

が多いです。ワンはまだ子どもなので好

奇心旺盛で、なんでも口にするので気が

気ではありません。特にタバコのポイ捨て

は多いです。町のひとたちは、苦々しく、

なかば呆れながら、毎朝家の前を掃き清

めているのでしょうね。黙々と。夜に捨て

られたゴミは、善意の人々によって朝には

整理され、こうして一日のサイクルが回っ

ていくのでしょう。

日本の、門ばきという習慣のある京都

ならではの朝の始まりです。

村本邦子

この夏は、キューバ＆メキシコを旅した。

あまりにシステムが違いすぎるから戸惑

いも大きかったが、それはそれで面白く味

わい深かった。ケセラセラの雰囲気に呑

まれて、あろうことかキューバ→メキシコ

の飛行機に乗り遅れてしまった。賄賂を

払って次の便に乗せてもらったまではよ

かったが、予定の飛行機に乗らなかった

ため、機械が勝手にその後の行程をキャ

ンセルしてしまい、復旧に苦労した。

帰ったら、早速、札幌で仕事、そのまま

これから福島、秋田と北上して、5年目の

むつへ行く。サバティカルというのに、ます

ます忙しい１年になりそうだ。

國友万裕

先日、ある男性と偶然ばったり会いまし

た。その人のことは１５年以上前から知っ

ていて、５年前にお会いしたきり、会う機

会もなかったのです。ちょっとだけ立ち話

をしたのですが、気づいたことは、話し方

や仕草がすっかり女性になってしまってい

ることでした。その人は携帯を取り出すと、

「実は、私、今こうなのよ」と女装した写真

をみせてくれました。

いつからこんな趣味に……。昔からそう

だったのを隠していらしたのか、それとも、

最近になって目覚められたのか。ちなみ

に、その人はゲイではないですし、同一性

障害というのでもないはずです。単に女装

趣味。

「きっと、⚪⚪さん、男っぽいんですね」とぼく

は言いました。一般に女装趣味の男性と

いうのは、性格的には男っぽくて、自分の

女性的な部分を抑圧しているからこそ、た

まに女装を無性にしたくなって、女装をす

ると解放された気分になるのだということ

は、本で読んで知っていました。

「俺は逆なんですよ。だいぶムキムキにな

ってきたでしょ？」とぼくは、自分のシャツ

をめくって腕の筋肉をその人に見せました。

「そうだね。昔とイメージ変わって、一瞬、

國友さんだと気づかなかった」とその人。

ぼくは、男っぽくないから、むしろ、スポー

ツクラブで筋トレしているときに解放感を

味わいます。女装趣味は全然ありませ

ん。

性って、本当に不可解です。人によって、

様々なとらえこみがあるのです。したがっ

て、ぼくは性的マイノリティという言葉に違

和感を感じます。人間のジェンダーやセク

シュアリティは千差万別なので、単純に同
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性愛・異性愛と分けられるものじゃないし、

完全に自分のジェンダーに同一化してい

る人なんているのかと思ってしまうからで

す。

だけど、性のことで悩んだ経験のない人

は、ジェンダーやセクシュアリティの多様

性に気づかず、単純な社会の規範を受け

入れ、規範に沿わない人を異常視しようと

します。いつになったら、ぼくの主張をわ

かってもらえる日が来るのか。まだまだ道

は遠いけれど、この頃、ぼくの周りでは自

分の性の独自性をカムアウトする人が多

くなってきました。

北村真也

認定フリースクール「アウラ学びの森

知誠館」代表。（http://tiseikan.com）

今年の夏休み（１週間）は、どこへも行

きません。実は妻も娘たちも、それぞれに

いろんなところへと出かけていくので、私

が留守番をすることになってしまいました。

こんな夏休みを過ごすのは何年振りでし

ょう。何か新しいことにでも、目覚めるかも

しれません。

古川秀明

「スーパースターになって、お金をたくさ

ん儲けて、とびきりの彼女を連れて、でっ

かい外車に乗るんだ！」

これは私が１６歳の時の夢を歌にしたも

のです。結局夢は叶わなかったのです。

「夢は信じれば叶う」なんて、そんな言葉

は信用してはいけなかったのです。

人間は夢など見なくても生きていける

のです。目をキラキラ輝かせて明日など

語らなくても良いのです。だけど、叶わな

い夢の方が、自分を強く、そして深くしてく

れる力があるようです。叶わない夢の中

にキラキラ光るダイヤモンドがあることに

５０を超えてから気付きました。

シンガーソングカウンセラー

西川友理

京都西山短期大学の講師です。

この対人援助マガジンの原稿作成は、

大体締め切り１ヶ月くらい前にアイディア

を書き散らすところから始めます。

書き足したり、文章の順番を変えたり、

調べ物をしたりして、２週間くらい経ったこ

ろに、突然「あ！こういうことか！」と、そ

れまで書いたものの大半をひっくり返すよ

うな気付きがあります。そこから大抵、イ

チから書き直します。残り１～２週間で文

章を仕上げ、締め切り日の締め切り時間

のギリギリのギリッギリに何とか仕上げて、

データを送ります。

「あ！こういうことか！」の瞬間が最高

に気持ちいいのですが、「あ～またイチか

ら書き直さなきゃならないか。うん。よし、

頑張ろう」と覚悟を決めなおす瞬間でもあ

ります。

暗い山道を歩いていて、パッと明るい

場所に出ると、一気に目の前に風景が広

がる。パッと顔が太陽に照らされて白く輝

く。「面白い」の語源はここからきていると

のこと。「あ！こういうことか！」の瞬間の

面白さは、まさにそんな感じです。

で、今回その瞬間が来たのが締め切り

２日前！ちょっとこれはしんどいけど、気

づいてしまったからには書き直さなければ、

納得いきません。うん、よし、頑張ろう。

坂口伊都

近況を書こうと思ったのですが、連載

の方に実況中継のような近況を書いたの

で、今とても困っています。いかに、里親

委託のことで気持ちがいっぱいなってい

たのかがわかります。それだけ余裕がな

いということですね。

そのような中で、辻村深月氏の『朝が来

る』という本に出会いました。団先生やFさ

んが薦めていたので、猛烈に読みたくなっ

て手に取った本です。特別養子縁組の話

なのですが、それぞれの立場での想いが

あって、物語に引き込まれていきました。

読み進めている間、何とも言えない色に

包まれているような感じがしました。ここで

ストーリーを話すと楽しみが減るので書き

ませんが、朝は来るのだという励ましをも

らいました。弱っていたので、気持ちを切

り替える手助けになりました。

実子がいる中で養育里親をすると、子ど

もがいるのにすごいですねと言われること

があります。私からしてみれば、子どもが

いてくれるから迎え入れられる部分もある

のです。高校 1 年生の息子は、面倒くさい

と言いながら宿題を見てくれたり、ゲーム

をしたり、お風呂に入ったりしています。も

う少しやさしく教えてやってねと言うことも

ありますが、お兄ちゃんとして貴重な存在

になっています。子どもがいるから助けら

れていることも多いです。

子どもができない夫婦の選択肢としての

葛藤と養子を迎えようとすることも「覚悟」

なのだと思います。子どもにとって大切な

ものを子どもと一緒に大切にしていける親

になることの優しさと強さを『朝が来る』中

に感じました。当たり前ですが、子どもを

迎えるというのは簡単なことではないので

す。私も、親として優しさと強さの両面を持

ち合わせていけるようになりたいと思いま

す。中途半端な説明で申し訳ありません。

気になった方は、どうぞ手に取ってみてく

ださい。感動を分かち合いましょう(笑)

河岸由里子

最近、スマホデビューした。ずっとガラ携

で過ごしてきたし、今も一台はガラ携であ

る。かかし用の携帯のメール容量が少なく、

クライアントさんが長いメールを送って来

られるので、一々別の所に移動させるの

が大変だった。今度は容量が大きいので

これで困らないと思う。スマホにするのに、

どの機種にするか随分迷ったが、結局

Iphone6plus にした。画面が大きいのが気

に入った。ついでに ipad も買った。一度に

二つもおもちゃを手に入れた雰囲気であ

る。取説は全部ネットで見るのだとか、今

ウラシマを感じもしたが、あれこれいじりな

がら、その都度悩みながら、或いは皆さん

に教えてもらいながら、少しずつ慣れてき

ている。ガラ携でもその機能を全部使いき

れてはいなかったが、このスマホの機能、

どこまで使い切れるか・・・。遊びながらや

ってみたい。

北海道かうんせりんぐるうむ

１かかし主宰 臨床心理士

団士郎

並行して複数の本を読むタイプだ。小説

とノンフィクション、専門書とコミックスな

ど、複数持ち歩いて(kindle も含む)楽しん

でいる。描くのも書くのも、話すのも訓練

するのも、みな並行である。

ダラダラと終わらないのが得意だから、

新しいことを始めようとすると、たいてい従
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来のものと並行になる。

今回からまた、新連載である。「蟷螂の

斧 第二部」はどうなるのかと思う方があ

るかもしれないが、あれはあれで継続中

だが、当分はお休み。又、十数年前の

日々を振り返る時がやってくるだろう。

執筆の同時並行。しかも一つの誌面で突

然チェンジという身勝手さである。 今回

のはじめのところでも書いているように、

新連載は「家族理解入門」中央法規刊の

「続」編である。

厳密な計画性は持たないが、結果として

成果が積み上がっていくのが好きだ。目

標を設定するのではなく、日々の実践の

蓄積には結果が出ることを疑わないので

ある。あちこちに書いたものや新たに書き

加えたものをアレンジして、一つにしていく

のが楽しい。良いものになるかどうかも、

やってみなければ分からない。飽きてしま

うかも知れないし、続くかも知れない。そ

れも楽しみだ。自由という無責任は、簡単

に手に入るものではないから、それを堪

能することにしよう。

岡崎正明

何年か前に若い歌舞伎役者が酔って

喧嘩沙汰を起こした事件が話題になった。

「俺は人間国宝だぞ！」というセリフには

ウケたが、批判や擁護を繰り返すテレビ

に、正直「何を今さら」というのが率直な感

想だった。

猿楽や傀儡子などの古来より、芸人と

いうのは通常の枠にはまらない、もしくは

その中では生きられない人達の集団であ

る。その型にはまらない自由さが、新たな

芸術を生み、ときには政府批判で市民の

喝采を得たり、ときには権力者のパトロン

により大いに隆盛したりした。その「自由

さ」とは言い換えれば「一般の安定の外」

にあるという魅力であり、人々から羨望の

まなざしを向けられると同時に、「芸人に

なるなど許さん！」と、外道な存在として

忌み嫌われた存在でもあった。

考えてみると「もうパンツはかない」とい

ったおじさんや、「芸術は爆発だ！」といっ

たおじさんとは、正直友達になれそうもな

い。なんかすげーなあとは思うが、言って

ることの半分以上、こっちの常識の範囲

外なわけで。『異能の人』というのは、や

はりそういう品行方正とか、世のマナーと

かとは別次元の所にいるからこそ、激しく

輝いているのだ。芸は一級だが、素行や

性格は最悪なんて話は、昔から掃いて捨

てるほどある。そうでなければ、新たな価

値なんて生み出せないのかもしれない。

相変わらず世の中は１６、７歳の若手

女優（つーか、子ども）が職業軽視発言を

しただのと騒いだりしている。１０代の子

が軽率に発言しなかったら、挨拶くらいし

かできないじゃないか。

おまけに最近はインターネットの普及で、

これまでなら近所の話題で済んでた話が、

あっという間に世界の端まで届いてしまう。

ちょっと変わった素振りで打席に立った高

校球児まで、知らない評論家に怒られる

始末だ。

こんなことしてたらどいうことが起こるか

というと、異能の人が才能の芽を出す前

につぶされ、イノベーションのチャンスが

遠のくということと、誰もが通り一遍の建

前しか言わなくなる、見え透いた嘘の社会

ができていくということくらいだろう。

そこから抜け出すために、私たちはもっ

と「寛容さ」を大事にしたい。難しいことで

はない。自分にしているように、相手にも、

もう少しいい加減でいればいいだけであ

る。     buimen0412@yahoo.co.jp

鶴谷主一

今回はちょっとしたアクシデントがあっ

て休載させて頂きました。

実は、お盆前に台風 12 号のうねりが押

し寄せる御前崎でサーフィンをしていて左

膝の内側側副靭帯をのばしてしまい、激

痛のため歩くこともままならず思考停止に

なってしまったためであります。（なんだあ

〜そんなことかあ、ですよね。スミマセン）

マガジン本編は無いのに短信だけでも

という編集長の計らいでちょっとしたアク

シデントの顛末を報告をさせて頂きます。

整形外科に行くか迷いましたが、行きつ

けの整体師さんに治療を懇願、全身をも

みほぐし、問題の膝もグイグイと揉んで伸

ばして、激痛で悶絶しながら耐えていまし

たら、ある瞬間スポッとハマって「おお！

魔法のように歩けるように！」なったので

すよ。ほんとに整体ってすごいなあ、と感

動！

整体師さん曰く「整体は国家資格じゃな

いから患者さんの本当に必要な治療がで

きる。技術は奥義みたいなもので先代か

ら受け継いで、自分の指をセンサーにし

て何年もかけて体得していくんだ。」と仰っ

ていました。一日揉んでいて疲れません

か？と聞いたところ、「むしろ初めての患

者さんが来て、どうやったら筋肉がほぐれ

るか、どこがツボか指先に神経を集中し

て探していくのがいちばん疲れる」とも話

されていました。

その日は、激痛も治まり安堵のうちに帰

宅できたのですが、バカですねえ、ちょう

ど一週間後に再発させてしまいました！

思い起こすのもつらいその日は、幼稚園

協会の会議に出席するため、電車で１時

間かかる静岡市まで行かなくてはなりま

せんでした。電車に遅れそうになった僕は

駅に向かって小走り･･･そのとたんガクン

と激痛が走りあの悪夢が再来！左足をほ

とんどつけない状態に陥ってしまいまし

た。あと 10ｍ･･･なんと駅まで長い距離

か･･･そして階段、電車は入ってくる、びっ

こを引きながら無理矢理跳び乗る･･･これ

がアウトでした。そのまま静岡駅へ。

電車で降りるときは、車内の人が出終わ

って人波が引いてから出ようとタイミング

を見計らいますが、乗り込んでくる人がす

ぐ来るんですねえ、焦りました。･･･焦って

動くとズキン！痛い！ホームに出たら次

は階段！改札まではまだまだ！ベンチは

ないか！と、「ズキンズキン」が頭のほと

んどを埋め尽くし、歩くたびに痛みが増す

足を引きずりながら駅をさまよいました。

いや、さまよったのでなく、いつものコース

をたどって改札を出ただけですが、かかっ

た時間も景色もまったく違うものに映りま

した。
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やっとのことで駅前広場にベンチを見つ

け、途方に暮れて膝をさすっておりまし

た。会議開始まではあと 40 分、昼飯を食

べ ね ば と 意を 決 し て目 の 前に あっ た

SUBWAY というサンドイッチ屋さんのショ

ーウインドウ越しに客の流れをじーっと観

察し、すいた時を見計らってカウンターに

突入！店員さんが満面の笑みで「パンの

種類は何になさいますかー？ホワイト、ウ

イート、セサミ･････」『こっちは立ってるの

つらいんだよ！早くして！』と言いたくなる

のを押し殺し『･･じゃ、セサミで･･･』「レギ

ュラーですかロングですか？」「お野菜は

全部入れて良いですか？」「お飲み物

は？」･･･『ハヤク、あ、いやアイスコーヒ

ー』「ご一緒にポテトは？」『イ、イタイ』

「は？」『い、いりません！』注文するのに

こんなに手続きがあったとは、普段なら気

にもしないところ･･･冷や汗がシャツの内

側を伝って落ちました。

片足を引きずりながら、サンドイッチとコ

ーヒーを載せたトレーを持つのがなんと難

しいことか。ターゲットにした座席を目指し

精一杯の我慢力を使ってギクシャク歩み

寄る哀れな男一人･･･誰も助けは来ない。

その後の長い話は割愛しますが、街っ

てこんなに不便だったんだ！やさしくなか

ったんだ！と不自由な身になってはじめ

て実感したのであります。痛かったけど自

分の視野を広げる良い経験だったともい

えます(>_<)

地元に戻って休診日の整体の門を叩

き、２回目の治療をお願いしましたがこん

どは「スポッ」がくるまでに前回の３倍 90

分かかりました。なんと長かったこと、背

中は冷や汗でびっしょりでした。

それなのに、そんなにつらい思いをした

のに夏休み明けの幼稚園で仕事してい

て、また再発！この日がマガジンの締切

日でした(T-T)。３回目はいくら揉んでも治

らず痛い足を引きずりながら帰宅し、寝て

いるしかありませんでした。バカバカバ

カ！なんてバカなんだ！あしたは医者だ

な･･･」と思いつつ。ところが不思議なこと

に風呂に入ってしばらくすると「スポッ」が

来てくれました。

それから２週間経ち、現在は抱えた爆弾

をこんどこそ爆発させないように慎重に過

ごしているこの頃でございます。ここまで

読んで頂いた皆さん、疑問を持たれたの

ではありませんか？

「なぜ真っ先に医者に行かない？！」ホン

トに腕の良い整体にかかると、病院に行

かなくてはならないか整体で治るものか

判断してもらえます。今回は後者という判

断なのです。

お陰様で整形外科で膝をガチガチに固

めることもせず、痛み止めも服用せず動

けていることに感謝！ 今回の教訓。持つ

べきものは、名人の整体院なのです。チ

ガウダロ！(-.-#)

原町幼稚園ホームページ

http://www.haramachi-ki.jp

メール osakana@haramachi-ki.jp

ツイッター haramachikinder

千葉晃央

京都造形芸術大学こども芸術学科で非

常勤講師をさせていただいた前期。壁に

ある予定表をちらっと見たときに見つけま

した。「tupera tuperaさん特別講義」の文

字。tupera tuperaさんといえば！

「しろくまのパンツ」「ぼうしとったら」の2冊

は本屋で衝撃的出会いで購入！「パンダ

銭湯」はまた異なったタッチで、衝撃の展

開！他にも…な先生がここに来るんや！

ということでちょうど授業日が一緒だった

ので、講師控室で「出待ち」ならぬ「帰り待

ち」。tupera tupera （ツペラツペラ）の亀

山達矢先生にお会いできました。ご夫婦

で

tupera tuperaというユニットですので「役

割分担は？」「どういう媒体を使って試作

をするんですか？」「どういうスタートで作

品が生まれるんですか？」などなど、話を

伺ってしまいました！自宅から持っていっ

た「しろくまのパンツ」「ぼうしとったら」にサ

インをお願いしたら、こんなに丁寧に名前

まで入れてくださいました！感激！亀山

先生は「これ初版本ですね！表紙裏の紙

の色がこれだけ違うんですよ」とにわかフ

ァンではないことを認めてくださいました。

「ワークショップで大切にしていること」「紙

質の選定の大切さと紙の加工コスト」など

たくさん話を教えていただけました。私の

勤める京都国際社会福祉センター療育相

談室の支援場面でもtupera tuperaさんの

本は大人気！そんな方にお会い

できてうれしかったです。ちなみに「しろく

まのパンツ」のパンツの替えは80円で販

売しています！

大川聡子

告知です★11/26（木）13:30〜16:30に、

あべのハルカス 25 階会議室にて「支援が

必要な母親への妊娠期からの関わりを考

える国際シンポジウム」を開催することに

なりました。

昨年知り合ったニ ュージーランドの

Plunket Nurse（母子の家庭訪問を中心的

に担う看護師）Nicky Skerman 氏の「支援

が必要な母親と妊娠期からどのように信

頼関係を構築するか」と題したご講演と、

支援が必要な母親への関わりを研究・実

践されている保健医療専門家のパネルデ

ィスカッションの二部構成です。対象は保

健・医療・福祉関係者の皆様です。通訳あ

り、参加費無料です。お申し込みは、件名

を「11 月 26 日シンポジウム申込み」として

①お名前 ②ご所属 ③職種 ④電話番

号をご記入の上メールをお送りください。

宛先：phn-nz@nursing.osakafu-u.ac.jp 定

員に達し次第受付を締め切ります。たくさ

んの皆様のご参加お待ちしています。

大谷多加志

ここ数ヵ月で、仕事が質的に変化しまし

た。まず職場にいる時間が減り、移動が

増えました。時には電車で、時には徒歩

で、時には車で、近隣府県を動き回ってい

ます。

もう１点、質的な変化を感じるのは、人
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に動いてもらう場面が増えたことです。こ

れまでは忙しいと言ってもあくまで自分の

手元にある仕事の範疇だったのですが、

今は何かを依頼したり、実際に動いてもら

ったり、後のフォローをしたりという連絡調

整の仕事の割合がかなり増加しました。

検査の改訂という大きなプロジェクトに取

り組む中で、多くの人の力が必要となり、

結果として今の状況に至ったと思っていま

す。人と人の間で起こることなので、色々

とややこしいこともありますが、多くの人と

共に仕事ができること、利害ではないとこ

ろで支えて下さる人と出会う経験は、何事

にも代えがたく貴重です。

今回、2 本の連載のうち「K 式」をテーマ

としたものはお休みしました。

竹中尚文

浄土真宗本願寺派専光寺住職

8月10日、山田明爾先生が亡くなった。

私が龍谷大学に入学して間もない頃、学

内でアフガニスタンの発掘から帰国したば

かりの先生の講演があるというので、聞き

に行った。あれから 40 年、昨年末にある

学会発表で山田先生の名前を見かけた。

聴きに行って、80 歳にしてこれほども前向

きな研究をされる心に驚いた。◆私は、山

田先生に研究方法から生き方まで習った

ように思う。それは、ちょうど“Tuesdays 

with Morrie”Mitch Albom(邦訳『モリー先

生との火曜日』NHK 出版)のモリー先生と

ミッチの関係のようでもあった。私がこの

本を買ったのは 2000 年頃、全米でベスト

セラーになっていたのでカリフォルニアの

バークレーの書店で買った。先月、偶然に

バークレーから来た高校生と話すことが

あった。本の話しになって、この本屋の話

しをした。彼女は知らないと言う。大学の

正門を出てしばらく歩いた角にあると説明

しても、彼女は首を捻る。後で、ストリート

ビューをみたら、その本屋は閉店をして取

り壊し寸前であった。◆専門書も充実して

いて、大学生や教員かと思われる人たち

で賑わっていた書店がなくなっていた。書

店がドンドン閉める時代である。それでも

本を使うことを本務とする人たちに支持さ

せる書店が閉じるなどと予想もしなかった。

時は流れる。時間の経過と共に社会も変

容する。命も含めた存在が、消えていく。

それが摂理であると分かっていても、悲し

い。でも、消えていく前に会えたことに喜

びがある。いのちに出会えたところに喜び

と感謝がある。ありがとう 合掌

川﨑二三彦

ホテル暮らし

この 3 月、8 年間の単身赴任を終えてよ

うやく京都の自宅に戻り着いたこと、新年

度からは、かわって週2日だけの勤務とな

り、京都－横浜を 1 泊 2 日で往復すれば

よくなったこと、週のうち残り 5 日はフリー

の気ままな生活、というといささか気が引

け る の で 、 自 営 業 の 看 板 を 出 そ う と

「Guan」という名前まで考えたこと、などを

前号で紹介した記憶があるが、今号はそ

の後の近況報告である。

＊

なんと言っても予定外なのは、週 1 泊で

はすまされなかったことだ。数えてみる

と、業務外の個人的な都合も数泊加え、

新年度に入って 4 月は 10 泊、5 月が 11

泊、6 月も 11 泊、7 月 10 泊、8 月は 9 泊と

いう数をホテルで宿泊したことになる。

新幹線は、JR エクスプレスで常時 10 本

ぐらいはネット予約をしているし、飛行機

は、ついにダブルブッキングしてしまった。

あるとき、ANA から「ご搭乗前日になりま

したので搭乗口と搭乗方法をご案内いた

します」という案内メールが届いたのはよ

いとして、気づくとそれが 2 本続けて着信

している。

「なんとまあご親切なことか」

などと感心しつつよく見たら、行き先が

違っている！ 同日同時刻に、高知と大

分の両方に出発することになっていたの

である。

大いに慌てたのは愛嬌だとしても、苦労

するのは、ホテル暮らしの煩わしさであ

る。何しろ、どこへ行くにもお泊まりパック

を持ち運ばなければならないので、やたら

と荷物が多くなる。ホテル備え付けのコイ

ンランドリーも利用したが、いささか疲れ

気味というしかない。

ついでに言うと、ホテルに新幹線、飛行

機代などが加わりカード支払額も大幅に

アップ。時として、店舗窓口で、「このカー

ド、使えませんけど」などと言われてしまう

ことも出てきた。限度額を超えているた

め、カード会社が使用を差し止めてしまう

のである。

＊

それからこれは、ホテル暮らしとはたぶ

ん関係ないだろうが、こここにきて大いに

困っていることがある。それは、「右上腕

二頭筋長頭腱炎」を発症したことである。

原因は、ほぼ間違いなく長時間のパソコ

ン使用である。我慢できない痛みではな

いが、パソコンに向かえば常時痛みを伴

う症状に意欲をそがれ、業務は大幅停

滞。ついには針灸治療を始めてみたとこ

ろ、何となく調子はよいように思えたのだ

けれど、帰宅して右肩をみると内出血して

青くなっている。針治療って、こんなことに

なるの？ と思うと治療意欲減退、未だ方

針立たず、業務に支障甚だしく、苦慮して

いる最中である。などと書き散らしている

うちに、またしても右肩痛が悪化してきた

感じ。近況報告も、もはやここまでとするし

かない。       （2015/08/30 記）

荒木晃子

新連載から７稿目にして、やっと本文に

突入した感がある。少々長いプロローグ

ではあったが、生殖のテーマを語る際に

は、いずれも欠かせない領域だと（自分な

りに）納得する。ただ一点、20・21 号と続く

「島根モデル」の取り組みの報告が、途中

でとん挫したままなのが気がかりだが、こ

ちらは島根県内で医学官民の援助者の

連携ができつつあり、現在も島根県人の

ペースで継続中。信頼のおける連携とは、

なんとありがたいものだと改めて実感する。

いずれ、どこかで吉報をお届けできること

だろう。

先日、民間 NPO 団体と一部の医療機

関が連携し、国内の法整備を待たずして、

夫婦以外の第三者からの提供卵子による

受精卵が作製した旨報告があった。それ

を耳にし、筆者のおしりに火が付いた。「こ
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れは先を急がねば！」。折しもタイミング

よく、D 先生ご推薦の辻村深月著「朝が来

る」（文藝春秋,2015）を読破し、何かしら

“もぞもぞ”していた頃だったので、一気に

アウトプット作業に移り、本稿の執筆に至

る。手元にある、既に完成間近の「島根モ

デルの続編」は、今後の出番を待ちなが

ら保留することにした。

突然ですが、ここで、クイズ。

Q:今回、受精卵は、レシピエント夫精

子と、ドナー女性の提供卵子で作製され

たが、果たして、現時点で「受精卵の所有

権」は誰にあるのでしょう？

さて、みなさんはどうお考えだろうか。

サトウタツヤ

対人援助学の縦横無尽、は今回もお休

み。せめて、近況報告だけでも参加しない

と消えていってしまいそう。。。

９／８現在、欧州発達心理学会出席の

ためポルトガルの Braga という街に来てい

ます。

来る直前に『コミュニティ心理学研究』が

届いたので見てみましたが、それは、昨

年度の大会＠立命館大学の特集でした。

団編集長のマンガが掲載されていてびっ

くり。

学会誌の数ページにわたってマンガの

みというのは珍しいのではないでしょう

か？？

浅野貴博

１年ぶりの掲載になります。7 月下旬に

博士論文を無事提出しました。この短信

を書いている時点では、Viva と呼ばれる

口頭試問の日程は決まっていませんが、

Viva を経て必要な訂正が済んだ後に、正

式な学位授与というプロセスになります

（＊博士課程のプログラムの概要につい

ては、第 15 号で触れていますので、よけ

ればご参照下さい）。何とか予定の 4 年以

内に提出することができ、ほっとしたという

のが正直なところです。この 4 年間を振り

返ると、博士論文に取り組む中で、研究

者として研究を続けていくことの厳しさを

実感し、当初は大きな目標（goal）だった

PhD の取得が、これからの長いキャリア

の中での大きなステップというふうに捉え

方が変化しました。アカデミックの世界は、

いわゆる「Publish or Perish（発表せよ、さ

もなくば滅びよ）」という言葉が示す通り、

分野を問わず、研究者は研究論文を出し

続けることが必須です。博士論文を元に、

海外及び日本の Journal に数本の論文を

投稿すべく、気分を新たに次の課題に取

り掛かっています。

また、今年の 1 月に第 4 子である次男

が生まれ、二男二女の父親になりました。

3 人目の次女がこちらで生まれており、出

産の一通りの流れや手続きを把握してい

たため、こちらでの出産に対する不安は

ありませんでしたが、上の 3 人の子供達

の世話をしながらでしたから大変でした

（今も大変ですが）。1 ヶ月程研究を中断し、

友人達のサポートを受けながら、何とか

乗り切りました。少子社会の日本で、4 人

の子供を持つというのは色々な意味で大

いなるチャレンジでしょうが、縁あって私達

の家族に来てくれた子供達とのにぎやか

な生活を enjoy（私が好きな言葉です）した

いと思います。

見野 大介 みのだいすけ

陶芸工房 八鳥 hachi-dori

朝晩は涼しくなり、秋らしくなってきまし

た。今年は暦どおりに季節が変わってい

る気がします。一日でも長く、秋を楽しみ

たいですね。

秋のイベントラッシュに向けて、日々制

作を重ねております。ちょっと予定を詰め

込みすぎたかとビビッておりますが…。

それらが終わると、もう１２月。１２月は餅

つきのお誘いが多いので、これまた大忙

し。いっぱい餅ついて貢献したいと思いま

す。

この様子だと、今年もあっという間に終わ

りそうです。来年の３月には京都高島屋で

の個展が決まってますので、気が抜けな

いです。高島屋…、正直ビビッてますが、

楽しみです。

- 年内の出展イベント -

9/19-28 味百選×器百選 (京都・高島

屋)

10/3.4 アートクラフトフェスティバル in た

んば (兵庫・丹波年輪の里)

10/10-12 信楽セラミックアートマーケット

(滋賀・陶芸の森)

10/20-27 京都展おこしやすもみじの京

都 (三重・津松菱)

11/7.8 陶の作家展 in 明治村 (愛知・明

治村)

11/19-23 見野大介陶芸展 (奈良・ギャラ

リーカフェタケノ)

執筆者自身による挿入写真

以外は、2015 年 8月、福島

県飯舘村の「希望の牧場」

並びにその近辺で、編集長

が撮ったものです。


